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故障表示

既設制御盤

・状態監視
・機械設備目視
・制御盤目視
・場内状況目視
・場外状況監視
・動作検知

状態表示

KDDI
キャリア網

速度
128kbps
または
75Mbps

良好な4G LTE
接続環境が必要

遠隔制御

14.0（58Hz運転時）
15.0（63Hz運転時）
18.0（80Hz運転時）

定格冷凍能力[kW]

VoltAge21  14

遠隔地の機器の状況や制御盤盤面を瞬時に目視で確認！

ＣＰＴｒａｎｓを活用したＰＬＣ間信号伝送システム事例
CPＴｒａｎｓ小規模遠隔監視制御システム

本システムは、遠隔地にある施設の故障信号を中央監視室まで伝送し、警報表示盤等により監視するものです。KDDIキャリア網
を利用したCPＴｒａｎｓと既設のPLC装置を組み合わせた無線信号伝送システムにより、高いセキュリティを確保しながら、安価な
ランニングコストを実現しています。なお、導入に当たっては、良好な4G LTE接続環境が必要条件となります。

お問合せ : 日立産機システム エンジニアリング事業推進本部　03-3643-1117
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Pick up! 日立アプライアンス 製品紹介

スクロール冷凍機
屋外設置型（空冷一体型）
ＤＣインバーターシングルタイプ［冷蔵用］
4.5ｋＷ（6馬力）・5.2ｋＷ（7馬力）・6.0ｋＷ（8馬力）

当社では、蓄積された技術力や省エネ製品を活かし最適な形で組み合わせることで、お客さまにベストソリューション
をご提案しています。その中からピックアップしたソリューションをご紹介いたします。

PICK UP SOLUTION ピックアップ ソリューション

システム
事例

特長

1 新冷媒Ｒ448Ａを採用

ＣＯＰ※5の向上

冷媒には不燃性※1の新冷媒R448Aを採用。地球温暖化係数※2
を従来のR404A※3に比べて約64％、R410A※3に比べて約33％
低減した冷媒です。これにより、本製品はフロン排出抑制法に
基づく環境影響度の目標達成度「A」※4を実現しました。

高効率スクロール圧縮機と過冷却器の採用、凝縮器性能
の向上によりＣＯＰの向上を図りました。
※5 冷媒R448Aは同一圧力の沸点と露点に温度差を有する非共沸混合冷媒です。COPは蒸発開始温
度と蒸発終了温度の平均を蒸発温度とした吸入圧力で測定した自主規準の値です。（蒸発温度－10℃）

※1.ASHRAE 規格34の冷媒安全性分類で、冷媒R448AはA1に分類されます。 ※2.地球温暖化に与える影
響を数値化したものを示します。数値が大きいほど温暖化への影響が大きいことを示します。 ※3.出典「IPCC
第4次評価報告書」温暖化係数（GWP）100年値。 ※4.フロン排出抑制法に製品ごとに定められたフロン類か
らの転換目標値を達成したものを「A」とし、転換目標値に対する達成度合いに応じて多段階で表示する記号。

特長

2

ワーニング機能
「冷媒不足検知」を搭載

特長

3
現行のR410A機に搭載されているワーニング機能に加えて
「冷媒不足検知」を搭載。運転状態を監視することで、冷媒
の状態変化をとらえ、冷媒漏れや季節変化による冷媒不足を
検知します。冷媒不足によるシステム停止前にワーニング出
力（警報）することによりサービスの向上を図ります。

スクロール
冷凍機

新冷媒Ｒ448Ａの
採用とＣＯＰの向上

＊掲載製品の製造元は日立ジョンソンコントロールズ空調株式会社です。
＊製品についての詳細は「新冷媒Ｒ448Ａスクロール冷凍機 屋外設置型（空冷一体型）」専用パンフレット（SR-408）をご覧ください。

COP比較

地球温暖化係数（GWP）

KX-T7AMV

NEW

1387

2090

3920

1500
目標値

GWP
約64％
ダウン

約33％
ダウン

R448AR410AR404A

2.70

R404A機 R448A機

3.00

2.50

2.00

1.50

1.00

0.50

0.00

C
O
P

2.50

R410A機
4.5kW（6馬力）

2.55 2.65

R404A機 R448A機

2.63

R410A機
5.2kW（7馬力）

2.63 2.55

R404A機 R448A機

2.22

R410A機
6.0kW（8馬力）

2.25

■JIS制定フロンラベル
新冷媒R448Aは2025年度
目標値（GWP：1500）をクリア

地球温暖化への影響

お問合せ : 日立アプライアンス株式会社　ホームページ : http://www.hitachi-ap.co.jp
北海道営業所
北日本 支 店

050-3142-0621
022-266-1321

福 島営業所
関東・広域支店

024-921-5550
050-3154-3973

北 陸 支 店
中 部 支 店

076-429-4051
050-3144-9820

050-3181-8205
082-240-6154

関 西 支 店
中四国支店

087-833-8701
050-3142-0629

四 国営業所
九 州 支 店

●ラインアップ・定格冷凍能力

4.5（6）KX-T6AMV
KX-T7AMV
KX-T8AMV

5.2（7）
6.0（8）

呼称出力[kW]（馬力）型　式
●蒸発温度使用範囲

－20～－5℃
R410A
R404A

新型機
（R448A）

－20～10℃

現
行
機

R404A
機

KX-RD6AMV（6馬力インバーター機）
KX-RD7AMV（7馬力インバーター機）
KX-RD8AMV（8馬力インバーター機）

R410A
機

KX-N6AMV（6馬力インバーター機）
KX-N7AMV（7馬力インバーター機）
KX-N8AMV（8馬力インバーター機）

【比較対象の現行機】

接続先固定のため、
高いセキュリティを確保

監視パソコンによる
目視監視が可能

安価な通信費用
（月額固定料金）

一般的な小規模遠隔監視制御システムは、
インターネット接続が多く、高額なセキュリティ
対策や最新ソフトへの常時更新が必要です。
本システムは、非インターネット接続システ
ムのため、高いセキュリティを確保できます。

監視、制御対象物、周辺状況などの画像を
専用パソコンで見ることができます（更新
周期：１回／５～８秒）。目視確認ができるので、
施設内の状態や制御盤盤面の確認が容易
に行えます。

通信費用を一般的なシステムと比べ安価に
設定。導入しやすくなっています。
● 低速時（128kbps） 1,100円／1SIM
● 高速時（75Mbps） 3,000円／1SIM
※通信速度は制限される場合があります。

システム構成例

特徴

■遠隔地の機器、制御盤盤面など周辺状況を確認可能
■目視確認しながら安全に遠隔操作が可能
■緊急事態発生時の状況確認、緊急操作が可能
■CPTransを信号伝送用と画像伝送用に分けることで
　安定した送受信と画像監視が可能
■画像監視用回線を高速プラン（75Mbps）に変更が可能

＊表示値は一般社団法人 日本冷凍空調工業会標準規格 コンデンシングユニット JRA 4019：2014で測定した値になります。




